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5．大型研究
先端的グローバル・ビジネスとITマネジメントーGlobal・e－’SCMに関する研究
山　下　洋　史
　今年度、当該大型プロジェクトは、2004年度の〈共同研究の中間報告〉をふまえて、着実な研
究活動を展開してきた。その主な活動は、
①2005年10月29日に開催された商学部・現代GPとの合同シンポジウム
②2006年3月13日に開催の現代GPとの合同シンポジウム
③TOC戦略サブプロジェクトとe－Commerceサブプロジェクトのメンバ・一一・・による「スマート・
　シンクロナイゼーション」（同文館）の出版
④明大商学論叢第88巻学術フロンティア特別号の発行
⑤　学術フロンティア2005年度成果報告集の発行
⑥Global　e－SCM推進のための情報システムGloba1　MAPS－TOCの開発
⑦　計13回の研究会の開催
⑧計5回のシステム開発会議の開催
であり、これらの活動は当該プロジェクト・メンバーによる数多くの研究成果を基盤としている。
とりわけ、④と⑤の「2005年度成果報告集」は当該プロジェクト・メンバーによる学術雑誌への
論文掲載や諸学会での研究発表を通した積極的な研究活動を示すものと自負している。その内容
は多岐に渡っており、当該プロジェクトの幅広い分野を対象とした学際的な研究が表れている。
　また、③のTOC戦略サブプロジェクトとe－Commerceサブプロジェクトのメンバーによる出版
「スマート・シンクロナイゼ・一一・一ション」は、企業活動を捉える際の新たな視点として、関連学会
からも注目されており、学外の多くの専門家から高い評価を得ている。
副次的な効果
　当該プロジェクトが2005年度に開発したGlobal　MAPS－TOCは、　MRPシステムの「無限負荷山
積み方式」という問題点に頭を悩ませている多くの企業にとって、それをGlobalな視点から改善
するための示唆を与えるものであり、学術面のみならず、実務への貢献という点でも着実な成果
を積み上げつつある。このGlobal　MAPS－TOCには、いくつかの企業がすでに関心を示しており、
「産学連携」という側面での成果も着実に積み重ねつつある。
　また、当該プロジェクトでの研究を基に今年度、プロジェクトのメンバーの臼井・西・渡邊の
3氏は博士論文を提出し、それぞれ博士（商学）の学位を授与されている。さらに現在、2006年
度も数人のプロジェクト・メンバーが学位論文を提出するために準備中である。
　一方、当該プロジェクトは、その研究成果をいち早く教育に還元することを一つの目的として
おり、2002年度より明治大学学部間共通総合講座「先端的グローバル・ビジネスとITマネジメ
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ント」を開講しているが、さらに2005年度はその後の研究成果を整理・体系化することにより、
新たに「スマート・グローバリゼーション」を開講するための準備を進めてきた。その準備作業
がほぼ完了し、2006年度に上記総合講i座の開講が正式に決定している。こうした研究成果の教育
への還元は、学術フロンティア推進事業の活動そのものではないが、新たな大学教育の展開とい
う面においても積極的な貢献を図っている。
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